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農業分野における脱炭素に加え、世界の食糧増産に資するために、植物の生長全般の制御因子として不

可欠な存在であり作物の収量増ならびに品質向上に寄与することが科学的に証明されている「機能成分
Ｘ」を含有する有機肥料を世界中に存在する未利用資源を原料として製造する技術を開発する

課 題︓ 農業分野における脱炭素と食糧増産の両立は困難
解決策︓ 収量向上効果を持つ機能成分Ｘを含有する有機肥料の開発

本提案では、機能成分Ｘを含有する未利用資源を選抜し、資源に含まれる機能成分Ｘの減少を阻止しつ
つ有機肥料として開発する

１）候補原料に含まれる機能成分Ｘの含量増大化
２）機能成分Ｘ含有原料の有機肥料化、有機肥料としての効果増大化
３）開発肥料での作物栽培試験、効果的な施肥法開発

１）植物体Ｙについて製品加工の工程で副産物として出て来る画分Ｚに機能成分Ｘが集積している
ことを見いだした

２）画分Ｚを原料として肥料ペレットを作成し、第三成分の添加により機能成分Ｘの肥効が増すことを
ラボの人工気象器での栽培試験で確認した

３）開発肥料を自社農園ハウスで作物栽培試験を行い機能成分Ｘの効果を確認した
４）現在、より低コスト化可能な原料と加工法のブラッシュアップ検討を行っている

作成/更新：２０２５年２月
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